
の
展
覧
会
は
販
売
も
兼
ね
て
い

ら
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
か
ら
や
さ
し

新
作
が
ず
ら
り
と
並
ん
だ
。
こ

灘 鍵す
ぐ
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
。

中
心
的
な
存
在
の
ピ
セ
ン
テ
。

鷺る
為
、
気
に
入
っ
た
ア
ー
ト
を

し
て
い
る
実
力
派
の
作
家
の
最

ペ
イ
ン
の
マ
ド
リ
ッ
ド
画
壇
で

ト
ー
ン
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
包
ん

や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
パ
ス
テ
ル

リ
デ
イ
ア
・
コ
ー
ベ
ッ
ト
や
ス

フ
ト
が
勢
揃
い
。
ビ
ス
ケ
ッ
ト

し、
C

る
０

ル
ビ
オ
な
ど
、
第
一
線
で
活
躍

で
密
か
な
思
い
を
伝
え
て
ほ
し

い
春
が
始
ま
る
の
を
待
っ
て
いヨーロッパの名画の数々

溺：

女
の
子
は
ド
キ
ド
キ
し
な
が

鱗 １
１３６
１

☆
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
の
ア
ー
バ
ニ
ア
ン

に
贈
る
ラ
イ
フ
シ
ー
ン

先
月
号
で
も
少
し
紹
介
し
た

が
妬
周
年
を
記
念
し
て
さ
ん
ち

か
が
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
。

明るい雰囲気

、
イ
ン
チ
の
大
型
ピ
デ
オ
プ

ロ
ジ
エ
ク
タ
ー
１
台
と
伽
イ
ン

チ
モ
ニ
タ
ー
２
台
を
使
用
し
た

ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー
や
光
の
波

を
思
わ
せ
る
照
明
設
備
に
す
る

な
ど
驚
き
や
感
動
が
い
っ
ぱ
い

の
キ
ラ
メ
キ
の
空
間
が
演
出
さ

れ
る
。各

ブ
ロ
ッ
ク
も
そ
れ
ぞ
れ
の

ラ
イ
フ
シ
ー
ン
に
対
応
す
る
よ

う
に
一
・
シ
テ
ィ
エ
レ
ガ
ン
ス
‐
一

★
透
き
通
る
よ
う
な

優
し
い
世
界
が
広
が
る
…

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
活
曝
●
中
の
ア

－
テ
ィ
ス
ト
の
油
彩
画
、
水
彩

画
測
余
点
の
作
品
展
が
２
月
９

日
（
金
）
ｌ
ｎ
日
（
日
）
ま
で
神
戸

ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
・
Ｂ
１
の

生
田
の
間
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
丸
善
主
催
の
「
現
代
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
秀
作
絵
画
展
」
は
豊

か
な
芸
術
の
世
界
を
充
分
に
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
企
画
さ
れ

た
も
の
で
今
回
で
３
回
目
を
迎

え
る
。ピ

カ
ソ
の
「
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル

の
少
女
」
シ
リ
ー
ズ
の
モ
デ
ル

と
し
て
も
有
名
な
イ
ギ
リ
ス
の

★
心
を
こ
め
た
、
愛
の
お
返
し

ほ
の
か
な
期
待
を
寄
せ
る
ホ

ワ
イ
ト
・
デ
ー
。
言
葉
で
は
照

れ
く
さ
い
彼
も
、
ド
ン
ク
の
ス

イ
ー
。
、
’
な
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
や
マ

シ
ュ
マ
ロ
で
そ
っ
と
お
返
し

を
。
〃
プ
レ
ジ
ー
ル
″
は
ス
ウ

ェ
、
‐
デ
ン
製
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト愛の恩返し

ＳＰＥＣＩＡＬＭＥＳＳＡＧＥ

神戸百店会だより
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蕊
●
田
崎
真
珠
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
ピ
ル蕊

ま
た
は
フ
ォ
ー
マ
ル
ウ
エ
ア
で
ど

う
ぞ
。
問
い
合
わ
せ
は
倉
０
７

８
１
３
０
２
１
１
１
１
１
。

又
、
開
業
９
周
年
を
記
念
し
て

３
月
、
日
（
金
）
、
南
館
１
Ｆ
の
大

輪
画
の
間
で
「
デ
ュ
ー
ク
エ
リ
ン

ト
ン
楽
団
ダ
ン
ス
＆
デ
ィ
ナ
ー
の

夕
べ
」
が
開
催
さ
れ
る
。
料
金
は

￥
２
８
，
０
０
０
、
前
売
券
￥
２

５
，
０
０
０
．
ダ
ー
ク
ス
ー
ッ
、

’
1３７
１

で
ア
カ
ゴ
ペ

☆
愛
の
使
者
が
テ
ル
ニ
市
か

ら
や
っ
て
来
た
／
，

２
月
過
日
の
夜
、
ホ
テ
ル

オ
ー
ク
ラ
神
戸
、
曙
の
間
に
、

モ
ロ
ゾ
フ
株
式
会
社
（
松
宮

隆
男
社
長
）
が
招
聡
し
た
、

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
の
発
祥

地
で
あ
る
イ
タ
リ
ア
中
部
ウ

ン
プ
リ
ア
州
テ
ル
ニ
市
の
観

光
局
代
表
団
の
Ａ
・
バ
ッ
カ

ー
ラ
観
光
局
参
事
官
ら
３
名

が
来
日
。
歓
迎
パ
ー
テ
ィ

が
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
の

前
夜
祭
に
開
か
れ
た
。
Ｍ
・

ブ
ロ
イ
エ
ッ
テ
ィ
観
光
局
参

事
官
は
「
神
戸
は
、
東
京
・

大
阪
な
ど
の
大
都
市
よ
り
暖

た
か
い
ハ
ー
ト
を
感
じ
る

街
。
テ
ル
ニ
市
と
モ
ロ
ゾ
フ

の
交
流
も
神
戸
だ
か
ら
こ

そ
。
明
日
、
テ
ル
一
一
市
か
ら

聖
バ
レ
ン
チ
ノ
賞
を
、
レ
イ

モ
ン
・
ペ
イ
ネ
さ
ん
ら
世
界

の
６
人
に
贈
り
ま
す
」
と
愛

の
発
信
。

『
○
で
一
め
。

●
ラ
・
ポ
ム
か
ら
の
春
一
番

く
つ
甲
の
イ
ヤ
リ
ン
グ
や
ブ
ロ

ー
チ
、
ペ
ン
ダ
ン
で
お
な
じ
み
の

ラ
・
ポ
ム
．
深
み
の
あ
る
輝
き
は

女
性
な
ら
だ
れ
し
も
あ
こ
が
れ
を

抱
く
は
ず
。

特
に
春
先
の
エ
レ
ガ
ン
ト
な
フ

テ
ッ
シ
倒
ン
に
お
ス
ス
メ
す
る
の

は
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
ぺ
っ
甲
を
あ

し
ら
っ
た
腕
時
計
。

ち
ょ
っ
と
ク
ラ
ワ
シ
ワ
ク
調
な

の
も
大
人
の
お
活
落
に
瞳
ビ
ッ
ク

リ
。
ひ
と
足
先
に
群
の
ほ
の
か
な

番
り
を
運
ぶ
の
は
あ
な
た
か
も
し

れ
な
い
。

ＰＥＯＰＬＥ＜7 6 ＞

●女性からのアドバイスを…
畝恵子さんくウネ･ ｱ ジｵ 店〉
アジオ店に変わって３年。元町本店と

は違ってカジェァルテイスト中心なので
「男女兼用で着てもらえるものが殆ん
ど。楽しみながら私なりのセレクトでお
勧めしています」と語る。食べる事と旅
をする事が大好きで、そこに美味しいお
酒が少しあれば大満足とのこと。「先日
も社内旅行で有馬温泉に行っ
た。温泉っていいですね」と
しいお姉さん。

て来まし
気さくで楽
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ほのかな恋心

政を春太家
伸、ド郎、
、高ラの滝
柏嶋マ青廉

る
・
ラ
リ
ー
・
オ
ブ
ラ
イ
エ
ン
の

指
揮
で
、
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
・
セ
レ

ナ
ー
デ
、
茶
色
の
小
瓶
等
、
オ

ー
ル
デ
ィ
ー
ズ
の
息
吹
き
を
。

★
こ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
５
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
ご
希
望
の
方
は
住
所
・
氏
名
・
コ
ン

サ
ー
ト
名
を
明
記
し
、
神
戸
っ
子
「
モ
ダ

ン
カ
ル
チ
ャ
ー
」
係
ま
で
。

☆
ジ
ー
ベ
ッ
ク
、
イ
ン
プ
ロ
ビ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト

３
月
他
日
（
土
）
把
時
珊
分
ジ
ー
ベ
ッ

ク
ホ
ー
ル
４
，
０
０
０
円

質
の
高
い
技
量
、
実
績
を
持

ち
な
が
ら
、
現
状
に
安
住
せ
ず

次
々
と
新
し
い
表
現
を
、
ジ
ャ

ン
ル
を
越
え
て
追
及
す
る
３
人

の
音
楽
家
の
初
顔
合
せ
。

小
沢
征
両
氏
に
「
彼
ほ
ど
優

国
・
※

★
不
滅
の
サ
ウ
ン
ド
、
グ
レ
ン

ミ
ラ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

甘
く
切
な
い
サ
ッ
ク
ス
の
響

き
、
心
躍
ら
せ
る
軽
快
な
ス
ウ

治
れ
た
音
楽

悠
家
は
少
な

需
い
」
と
う

な
ら
せ
た

名
ピ
ア
ニ
ス

榛
ト
高
橋
悠

幸
確
〆
蝿
に

ト
リ
ー
を

窪
持
つ
三
宅

樫
榛
名
、
天

富
才
少
年
ド

☆
伽
世
紀
最
後
の
幻
想
絵
画

ポ
ー
ル
・
デ
ル
ボ
ー
展

３
月
３
日
（
土
）
１
４
月
５
日
（
木
）
Ⅷ

時
ｌ
随
時
釦
分
姫
践
市
立
美
術
館
〔
休

館
日
は
毎
月
罷
日
と
３
月
浬
日
（
木
）
〕
一

般
９
０
０
円
大
高
生
７
０
０
円
小
中

生
５
０
０
円

シ
ュ
ー
ル
リ
ア
リ
ズ
ム
（
超

現
実
主
義
）
の
多
く
の
巨
匠
が

こ
の
世
を
去
っ
た
今
、
そ
の
巨

匠
の
最
後
の
一
人
と
な
っ
た
、

1噸駒鯵噺，

篭瀞
豊声．？

ド
イ
ン
ゲ
〆
で

シ
今
も
な
お

”
世
界
中
の

札
人
々
の
胸

懐
を
打
つ
、

》
グ
レ
ン
・

計
ミ
ラ
ー
・

詞
サ
．
ワ
ン
ド

ー
が
、
神
戸

訓
の
夜
を
彩

■

霧原
芳
恵
ら
が
上
演
す
る
。

時
は
明
治
。
廉
太
郎
は
、
等
曲

の
名
手
の
一
人
娘
と
の
叶
わ
ぬ

恋
を
信
じ
、
ド
イ
ツ
の
音
楽
学

ラ
マ
ー
と
呼
ば
れ
皿
才
で
デ
ビ

ュ
ー
し
た
富
樫
雅
彦
。
こ
の
３

人
の
、
ジ
ャ
ン
ル
を
越
え
た
音

が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
生
み
出
す

し
新
し
い
音
楽
を
お
楽
し
み
に

”
捗
蝿
栴
岬
》
演
劇

☆
滝
廉
太
郎
物
語

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
花
」

３
月
別
日
（
土
）
’
４
月
旭
日
（
木
）
新

神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場
Ｓ
席
６
，
５

肺
病
の
為
、
記
歳
の
若
さ
で

そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
天
才
作
曲

クリスタルな舞台
にイシのす
並ンヨ明夜る
ぷドｌるの。
、ウウい町

「思慮深い乙女たち」
１回ル１９２

自禰ｆ噸
身ボ。のデポ

＝

,〆鐸零露:~

鶴畠
雪

率
本
が
取

り
上
げ

携

¥ 鑑Ｉ

箪督欝零:鶴ら
れ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
の
耳

目
を
集
め
た
。
そ
こ
に
出
展
さ

れ
た
Ⅳ
世
紀
ｌ
即
世
紀
に
か
け

て
の
芭
蕉
、
蕪
村
、
虚
子
等
の

俳
画
を
中
心
に
文
化
の
流
れ
を

辿
る
。曇

》
函
辱
〈
映
画

☆
ト
ム
・
ク
ル
ー
ズ
主
演

「
７
月
４
日
に
生
ま
れ
て
」

る
）
で
、

ｊ蝉
今
回
初

山
め
て
日

ほ
の
か
な
色
合
い
の
数
々
の
ガ

ラ
ス
瓶
。
そ
し
て
優
し
く
、
不

思
議
な
物
語
が
始
ま
る
。

，
一
一
一
一
一
美
術

校
へ
留
学
し
て
し
ま
う
。
し
か

し
そ
こ
に
待
っ
て
い
た
の
は
…

日
本
人
の
心
を
歌
っ
た
、
懐

か
し
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
存
一
・
・
・
。

☆
お
問
合
せ
／
宵
２
９
１
１
９
９
９
９

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場
チ
ケ
ッ
ト
セ

ン
タ
ー

☆
文
学
座
公
演

「
ガ
ラ
ス
の
動
物
園
」

３
月
配
日
（
木
）
Ｉ
釧
日
（
土
）
旧
時
賜

分
あ
日
（
日
）
お
時
釦
分
神
戸
文
化

中
ホ
ー
ル
一
般
３
，
４
５
０
円

テ
ネ
シ
ー
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ

作
の
、
甘
美
で
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ

ク
な
世
界
を
、
文
学
座
が
上
演

難

識蕊

；
脚

:蕊；
蕊

と
、
デ
ル
ポ
ー
財
団
の
全
面
的

な
協
力
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美

術
館
、
コ
レ
ク
タ
ー
か
ら
の
、

点
の
内
約
加
点
を
大
公
開
。
お

見
逃
し
な
く
。

☆
日
本
独
特
の
伝
統
芸
術

「
俳
画
展
」

３
月
３
日
（
土
〉
’
４
月
腸
日
（
日
）
畑

考
御
姉
嶋
唖
鴎
諭
諦
竺
極
０
明
恥
休
雌

中
生
３
０
０
円

２
年
ご
と
に
ベ
ル
ギ
ー
で
開

催
さ
れ
る
、
ユ
ー
ロ
パ
リ
ア

（
テ
ー
マ
国
の
文
化
を
紹
介
す

蕊 １
１３８
１
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み
消
そ
う
と
も
せ
ず
、
一
途
な

愛
を
貫
こ
う
と
す
る
。

の
最
新
作
。

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
出
兵
し
、

下
半
身
麻
埠
と
い
う
身
体
で
帰

国
、
様
々
な
障
害
を
乗
り
越
え

て
い
く
姿
を
描
く
。
本
年
度
ゴ

ー
ル
デ
ン
・
グ
ロ
ー
ブ
主
要
４

部
門
受
賞
。
広
い
意
味
で
反
戦

蕨
い
△
ｐ
い
、
ハ

ン
ー
ド
な
ア

ヨ
る
姪
ク
シ
ョ
ン

け
ァ
を
繰
り
広

恥
げ
る
。

〃
レ
イ
ン
マ
ン
〃
で
演
技
派

へ
と
完
全
に
脱
皮
し
た
ト
ム
。

錠苧域鈎鈴蘭騨昼琴

藤
田
昌
市
油
絵
展
３
／
虹
１
３
／
配

園
青
※
澱
縦
蕊
噸
議
．
震
〈
：
謹
誠
腿
耀
。３／１
１
３
／
皿

☆
高
田
み
ど
り
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ン
妬
日
（
水
）
廻
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー
★
市
民
映
画
劇
場
佳
生
流
い
け
ぱ
な
展
３
／
超
１
３
／
犯

ル
ー
、
５
０
０
円
「
フ
ラ
ン
ス
の
思
い
出
」
☆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
さ
ん
ち
か

サ
ー
ト

９
日
（
金
）
館
時
釦
分
神
戸
松
蔭
女
☆
斎
藤
忠
光
ピ
ア
ノ
．
イ
ン
プ
ロ
ヴ
イ
８
日
（
木
）
・
９
日
（
金
）
鵡
時
訓
分
南
極
光
ｌ
写
真
展
３
／
昭
１
３
／
岨

、
日
（
土
）
皿
時
・
睡
時
晦
分
・
蛸
時
日
本
水
彩
画
会
兵
庫
支
部
小
品
展

子
大
学
チ
ャ
ペ
ル
２
，
５
０
０
円
セ
イ
シ
ョ
ン

★
北
山
隆
リ
サ
イ
タ
ル
犯
日
（
水
）
皿
時
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー
ル
訓
分
シ
ー
ガ
ル
ホ
ー
ル
ー
、
０
０
３
／
四
１
３
／
調

ル
２
，
８
０
０
円
☆
劇
団
ふ
ぉ
る
む
附
属
演
劇
ス
タ
ジ
オ
識
濡
睦
嬬
口
潔
こ
ぶ
ん
」
涯
腿
鯛
捌
叫
螺
真
展

、
臼
（
土
）
狙
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー
４
，
０
０
０
円
０
円

３
／
型
１
３
／
配

拙
》
蛎
酔
蝋
怖
鴨
ホ
テ
ル
》
澗
噸
Ⅷ
》
鑑
柵
〕
職
叫
概
畔
鼎
一
戸
鵬
矧
雌
時
轄
溌
緯
ヤ
ラ
リ
洲
唾
恕
郷

貝
原
六
一
展
３
／
”
１
３
／
”

草
月
流
兵
庫
支
部
展
３
／
妬
１
３
／
皿

晦
日
（
木
）
廻
時
鋤
分
新
神
戸
オ
リ
唖
級
擢
狸
蛎
、
噸
畷
文
化
会
幾
鵬
謡
訴
美
瀧
３
１
３
／
溺
趣
鰹
難
繊
展
形
桝
諏
錘

☆
室
田
純
子
リ
サ
イ
タ
ル

エ
ン
タ
ル
劇
場
３
，
０
０
０
円
☆
鹿
鳴
館
異
聞
ｌ
仮
装
ｌ

☆
大
丸
美
術
画
廊

盟
日
（
木
）
・
訓
日
（
金
）
犯
時
妬
分
関
拓
司
洋
画
展
３
／
８
１
３
／
⑬
篠
原
百
和
先
生
陶
器
、
絵
画
展

☆
関
西
室
内
楽
嘘
会

３
／
銅
１
３
／
霊

龍
剖
津
緋
鯉
し
深
し
ん
ホ
峠
．
藤
海
Ⅷ
８
踊
呼
、
０
０
撫
繊
畿
展
渉
蒋
”
蜘
嘩
庫
県
地
域
文
化
団
準
錯
嬬
俄

－
ル
（
関
西
信
用
金
庫
本
店
８
Ｆ
）
☆
劇
団
ピ
ッ
カ
リ
座

藤
飯
治
平
展
３
／
麺
１
４
／
４
小
さ
な
花
描
展
３
／
鋤
１
４
／
１

１
，
０
０
０
円

ぬ
い
ぐ
る
み
人
形
劇
「
ピ
ー
タ
ー
パ
★
そ
ご
う
美
術
画
廊

★
ホ
テ
ル
シ
ェ
レ
ナ

☆
関
晴
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
ン
」
訓
日
（
金
）
ｎ
時
・
狸
時
神
戸
奥
田
省
一
油
絵
展
３
／
７
１
３
／
狸
松
井
守
男
の
世
界
３
／
９
１
４
／
２

即
日
（
火
）
羽
時
神
戸
市
立
博
物
館
文
化
大
ホ
ー
ル
Ａ
席
２
，
０
０
０
円
九
谷
焼
浅
蔵
五
十
吉
一
門
展
☆
つ
か
し
ん
ホ
ｉ
ル

３
，
０
０
０
円

Ｂ
席
１
，
７
０
０
円

３
／
理
１
３
／
、
ワ
イ
エ
ス
展
３
／
２
１
３
／
露

〃
異
人
館
の
街
に
愛
の
調
べ
〃

小
中
高
生
１
，
５
０
０
円

ｎ
日
（
日
）
通
時
釦
分
芦
屋
ラ
ポ
ル
★
第
５
回
伊
丹
市
民
オ
ペ
ラ

テ
山
村
サ
ロ
ン
２
，
５
０
０
円
「
カ
ル
メ
ン
」
全
４
幕

本当の勇気とは？
１１の卜とク
ン・オ｜〃ル
監スリンプ１
督トバ〃ラズ

を
調
い
あ
げ
る
。

☆
ポ
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
マ
ン
最
新

作
「
ブ
レ
イ
ズ
」

３
月
上
旬
よ
り
「
ア
サ
ヒ
シ
ネ
マ
ー
」
に

て
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
｜
股
１
，
６
０
０
円

大
高
生
１
，
３
０
０
円

キ
レ
も
の
と
し
て
名
高
い
州

知
事
が
、
鵡
歳
の
ス
ト
リ
ッ
パ

犯
罪
都
市
ロ
ス
で
、
ギ
ャ
ン

グ
も
避
け
て
通
る
程
の
２
人
の

刑
事
が
恥
１
を
競
い
合
い
、
ハ

忽
鴇

綿
い
’
に
恋
を

鹿
し
た
。
が
、

醒
こ
の
妬
歳

霊
の
知
事
は

る
ス
キ
ャ
ン

霊
ダ
ル
を
も

ポ
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
マ
ン
の
最

新
作
は
、
実
話
を
基
に
し
た
危

険
な
ラ
ブ
。
ス
ト
ー
リ
ー
。
少

年
っ
ぽ
さ
と
男
ら
し
さ
を
兼
ね

備
え
た
男
の
中
の
男
を
演
じ

る
。設

定
は
現
代
的
だ
が
、
古
風

な
ラ
ブ
・
ス
ト
ー
リ
ー
の
〃
純

愛
〃
と
同
じ
感
動
を
呼
ぶ
話
題

作
。☆

仕
掛
け
ら
れ
た
頁

「
デ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ル
」

３
月
３
日
よ
り
「
国
際
松
竹
」
に
て
口
Ｉ

ド
シ
ョ
ー
一
般
１
，
６
０
０
円
大
高

生
１
，
３
０
０
円

☆
県
民
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第
２
回
平
成
水
彩
画
会
展

３
／
週
１
３
／
四

１
１３９
１

。
輪
噌
撫

オ
シ
ャ
レ
で
イ
ン
テ
リ
の
レ

イ
を
演
じ
る
の
は
Ｓ
・
ス
タ
ロ

ー
ン
。
ダ
ー
テ
ィ
な
ゲ
イ
ル
を

Ｃ
・
ラ
ッ
セ
ル
…
と
、
ま
た
ま

た
名
コ
ン
ビ
が
誕
生
″

★
一
」
の
チ
ケ
ッ
ト
を
銃
者
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
葉
書
に
住
所
・
氏
名
・
映
画
名
を
明

記
の
上
、
神
戸
っ
子
「
モ
ダ
ン
カ
ル
チ
ャ

ー
・
映
画
係
」
ま
で
。
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ふ
し
ぎ
な
ア
メ
リ
カ
映
画
。
と
っ
く
に

亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
野
球
選
手
の
幽
霊

が
出
る
映
画
。

話
は
一
九
八
七
年
。
つ
い
こ
の
あ
い

だ
。
ア
メ
リ
カ
の
ア
イ
オ
ワ
州
の
と
う
も

ろ
こ
し
畑
で
働
い
て
い
た
男
の
耳
に
誰
か

が
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
『
お
前
が
と
う
も

ろ
こ
し
畑
を
つ
ぶ
し
て
野
球
場
を
つ
く
れ

ば
、
そ
こ
に
や
っ
て
来
る
』
と
い
う
声
。

い
っ
た
い
誰
が
？

こ
の
レ
イ
・
キ
ン
セ
ラ
と
い
う
農
場
持

ち
の
男
に
は
妻
と
小
さ
な
娘
が
い
る
。
と

こ
ろ
が
娘
が
ま
た
『
や
れ
ば
こ
こ
に
来
る

よ
」
と
言
う
誰
か
の
声
を
聞
く
。
つ
い
に

レ
イ
は
実
っ
て
み
ど
り
ゆ
た
か
な
農
場
を

つ
ぶ
し
て
野
球
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
作
っ
て

し
ま
っ
た
。
近
。
へ
ん
の
農
夫
仲
間
は
あ
き

れ
て
び
っ
く
り
だ
。
妻
の
両
親
も
カ
ン
カ

ン
に
な
っ
た
。
無
茶
だ
と
わ
め
い
た
。
け

れ
ど
レ
イ
の
妻
君
は
夫
の
そ
の
夢
に
か
せ

い
し
た
。
娘
も
パ
パ
に
声
援
し
た
。
ｌ
こ

ん
な
馬
鹿
な
、
思
え
ば
狂
気
。
明
日
か
ら

め
し
が
食
え
ぬ
で
は
な
い
か
。
ｌ
と
こ
ろ

が
あ
る
晩
娘
が
〃
パ
パ
、
誰
か
が
向
う
に

立
っ
て
い
る
″
と
告
げ
た
の
だ
。
シ
カ
ゴ

．'蝋蕊寿。

の
ホ
ワ
イ
ト
・
ソ
ッ
ク
ス
の
野
球
選
手
の

シ
ュ
ー
レ
ス
・
ジ
ョ
ー
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

ほ
ん
と
う
に
野
球
姿
で
立
っ
て
い
る
で
は

な
い
か
。
や
が
て
、
と
な
り
の
と
う
も
ろ
こ

し
畑
を
か
き
わ
け
て
仲
間
が
ヒ
ョ
イ
ヒ
ョ

イ
と
集
っ
て
き
た
の
だ
。
み
ん
な
も
う
死

ん
で
し
ま
っ
て
い
る
選
手
た
ち
な
の
だ
。

レ
イ
と
娘
は
び
っ
く
り
し
、
妻
君
も
と

び
出
し
て
き
て
〃
よ
か
っ
た
″
と
彼
ら
の

ト
レ
イ
ニ
ン
グ
を
見
物
し
た
。
選
手
た
ち

は
一
九
一
九
年
に
八
百
長
試
合
と
い
う
こ

と
で
追
放
さ
れ
た
選
手
た
ち
な
の
だ
。
も

う
二
度
と
ボ
ー
ル
を
手
に
持
て
な
い
連
中

な
の
だ
。
今
は
幽
霊
の
選
手
た
ち
が
、
い

か
に
も
嬉
し
そ
う
に
球
を
投
げ
合
い
〃
こ

て
ん
ご
く

テ
」
は
天
国
な
の
か
ね
″
と
農
夫
に
聞
い
た

り
し
た
。
空
は
青
く
雲
は
白
く
近
ぺ
ん
の

と
う
も
ろ
こ
し
畑
の
み
ど
り
の
色
が
目
に

、
、
、
、
、

し
む
、
そ
の
ま
つ
ぴ
る
ま
の
中
で
の
幽
霊

た
ち
の
野
球
姿
は
異
様
で
あ
る
く
せ
に
目

に
見
て
い
て
涙
が
あ
ふ
れ
て
く
る
。
な
ぜ

見
て
い
て
涙
が
あ
ふ
れ
る
の
で
あ
ろ
う

か
。農

夫
は
こ
の
た
め
す
っ
か
り
収
入
が
な

く
な
っ
た
の
に
、
こ
の
野
球
メ
ン
バ
ー
の

’
1４０
１

ひ
て
ん

誰
も
の
心
に
〃
愛
″
の
灯
を
点
じ
る

名
作
ア
メ
リ
カ
映
画

『
フ
ィ
ー
ル
ド
・
オ
》
フ
・
ド
リ
ー
ム
ス
』

》
・
腸
評
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一
人
が
ミ
ネ
ソ
タ
で
今
は
さ
び
し
く
一
人

で
医
者
を
や
っ
て
い
る
の
を
知
る
と
、
も

う
迎
え
に
行
っ
て
や
り
た
く
て
た
ま
ら
な

く
な
る
。
そ
れ
と
野
球
作
家
と
し
て
知
ら

れ
て
い
た
ホ
ワ
イ
ト
・
ソ
ッ
ク
ス
・
フ
ァ

ン
の
作
家
テ
レ
ン
ス
・
マ
ン
が
ボ
ス
ト
ン

に
い
る
こ
と
も
調
べ
、
こ
の
農
夫
は
も
う

も
う
…
…
み
ん
な
を
喜
こ
ぱ
せ
た
い
気
持

ち
を
あ
ふ
れ
さ
せ
て
、
ア
イ
オ
ワ
か
ら
ボ

ス
ト
ン
さ
ら
に
ミ
ネ
ソ
タ
へ
と
車
を
走
ら

せ
た
。
こ
の
二
人
、
い
ま
現
に
生
き
て
い

る
わ
け
は
な
い
。
そ
し
て
こ
の
農
夫
の
訪

問
の
理
由
を
聞
い
て
、
も
う
野
球
の
こ
と

な
ど
思
い
出
す
こ
と
も
な
い
と
し
て
い
た

主
ね

二
人
も
が
声
」
の
不
思
議
な
農
夫
の
招
き
で

ア
イ
オ
ワ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
に
や
っ

て
来
る
。
野
球
選
手
た
ち
と
た
ま
ら
な
い

嬉
し
さ
の
再
会
を
す
る
あ
た
り
、
こ
の
ス

ト
ｉ
リ
ｉ
が
あ
り
得
な
い
空
想
も
の
が
た

り
の
く
せ
に
、
映
画
は
目
の
前
で
シ
ュ
ー

レ
ス
・
ジ
ョ
ー
や
そ
の
仲
間
の
嬉
し
そ
う

な
プ
レ
イ
振
り
を
映
し
出
す
。
そ
れ
を
ま

た
嬉
し
げ
に
見
る
作
家
、
そ
し
て
も
う
野

球
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
捨
て
た
医
者
、
こ

の
二
人
が
と
っ
く
に
亡
く
な
っ
て
い
る
仲

な
つ
か

間
と
い
ま
目
の
ま
え
で
懐
し
げ
に
語
り
合

い
笑
い
合
う
親
交
振
り
が
、
見
て
い
て
ま

た
も
涙
を
誘
う
。
そ
し
て
…
…
。
夕
景
と

な
る
や
彼
ら
は
静
か
に
消
え
て
ゆ
く
。

こ
の
映
画
、
は
じ
め
に
〃
す
べ
て
の
両

親
た
ち
に
こ
の
映
画
を
捧
げ
る
〃
と
告
げ

た
。
そ
の
文
字
が
や
が
て
胸
い
っ
ぱ
い
の

感
激
の
ラ
ス
ト
へ
と
進
ん
で
行
く
の
だ
。

こ
の
農
夫
は
若
い
こ
ろ
父
と
口
諭
し

i議雲；

て
十
七
歳
で
家
出
し
た
。
そ
し
て
今
の

つ
ま妻

の
家
の
婿
と
な
り
、
そ
し
て
妻
と
小
さ

の
う
じ
よ
う

な
娘
と
一
二
人
で
農
場
を
経
営
し
て
い
た
の

だ
が
、
今
と
い
う
今
ま
で
父
に
は
あ
の
家

出
い
ら
い
逢
っ
て
い
な
い
。
聞
け
ば
父
は

死
ん
だ
と
い
う
こ
と
。
こ
の
父
は
野
球
好

き
で
自
分
も
選
手
に
な
り
た
が
っ
て
い
た

の
だ
。
そ
の
父
…
…
そ
の
父
が
、
息
子
の

作
っ
た
野
球
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
や
っ
て
来
た

の
だ
。
父
は
野
球
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
だ

っ
た
。
息
子
の
レ
イ
は
び
っ
く
り
し
た

う
た
が
う

が
、
疑
う
こ
と
も
な
く
〃
や
ァ
、
父
さ
ん

か
″
と
嬉
し
げ
に
迎
え
た
。
こ
こ
で
二
人

は
、
こ
の
父
と
息
子
は
‐
…
．
．
な
ん
と
キ
ャ

ッ
チ
ボ
ー
ル
を
す
る
の
だ
。
赤
い
夕
景
。

む
ら
さ
さ

そ
の
空
が
水
色
に
な
り
紫
と
な
っ
て
夜
に

な
る
。
父
の
姿
は
、
も
う
な
か
っ
た
が
父

の
笑
顔
は
い
つ
ま
で
も
息
子
の
涙
の
目
に

し
み
つ
い
た
。

監
督
は
ま
だ
若
い
四
○
才
に
な
っ
た
ば

か
り
の
新
人
フ
ィ
ル
・
ア
ル
デ
ン
ロ
ピ
ン

ソ
ン
。
主
演
レ
イ
。
キ
ン
セ
ラ
を
ケ
ピ
ン

・
コ
ス
ナ
ー
（
こ
の
俳
優
が
実
に
い
い
。
）

妻
君
に
エ
イ
ミ
ー
・
マ
デ
イ
ガ
ン
。
こ
の

ほ
か
作
家
に
扮
し
て
名
演
の
黒
人
俳
優
ジ

ェ
ー
ム
ズ
・
ア
ー
ル
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
。
こ

れ
に
か
つ
て
は
ホ
ワ
イ
ト
・
ソ
ッ
ク
ス
の

選
手
だ
っ
た
が
今
は
も
う
死
ん
で
い
る
は

ず
の
医
者
老
人
、
こ
れ
を
パ
ー
ト
・
ラ
ン

カ
ス
タ
ー
が
演
じ
、
こ
れ
は
見
事
な
今
年

の
ベ
ス
ト
・
テ
ン
第
一
位
に
な
る
で
あ
ろ

う
と
思
う
秀
作
だ
っ
た
。

☆
３
月
３
日
よ
り
阪
急
文
化
に
て
上
映
。

１
１４１
１

雛

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



清
々
し
い
木
の
カ
ウ
ン
タ
ー

に
座
る
と
主
人
徳
永
宗
春
さ
ん

が
、
旬
の
う
ま
い
魚
や
野
山
の

材
料
を
み
つ
く
る
っ
て
彩
り
あ

ざ
や
か
に
す
す
め
て
く
れ
る
。

「
毎
日
食
べ
て
も
ア
キ
な
い
よ

う
な
料
理
を
創
り
ま
す
よ
」

と
、
一
品
メ
ニ
ュ
ー
が
地
酒
で

楽
し
め
る
。
萌
献
立
八
○
○
○

円
、
茜
献
立
一
万
円
、
桔
梗
献

立
一
万
五
千
円
。

回
阪
急
三
宮
オ
レ
ゴ
ン
２
Ｆ
霊
３
２
２

１
４
５
４
５
Ｐ
Ｍ
４
１
Ⅷ

142

☆
古
き
良
き
ア
メ
リ
カ
を

元
町
で

女
優
グ
レ
タ
・
ガ
ル
ポ
か
ら

店
名
を
つ
け
た
〃
カ
フ
ェ
・
ガ

ル
ボ
″
は
、
伽
Ｉ
初
年
代
の
ア

メ
リ
カ
を
強
く
意
識
し
た
お

店
。
レ
ン
ガ
と
木
を
組
み
合
わ

せ
た
店
内
は
、
広
く
ゆ
っ
た
り

と
し
て
い
て
多
目
的
に
使
え
る

（
パ
ー
テ
ィ
ー
は
一
人
４
千
円

Ｉ
）
。
昼
は
女
性
客
が
多
く
、

手
作
り
ケ
ー
キ
を
使
っ
た
セ
ッ

ト
（
ｍ
ｍ
Ｕ
、
ウ
ォ
ー
ル
街
の

ラ
ン
チ
（
Ⅷ
円
）
に
人
気
が
あ

る
。
ま
た
毎
晩
（
平
日
）
ピ
ア

ノ
の
生
演
奏
、
第
４
月
曜
日
に

は
フ
リ
ー
・
チ
ャ
ー
ジ
で
ジ
ャ

ズ
の
ラ
イ
ブ
が
あ
り
、
グ
ラ
ス

を
傾
け
な
が
ら
古
き
良
き
時
代

び
っ

お店を見ていただけないのが残念ｃ
直接、自分の目で確かめに行って
下さい。

落ち着いた広い店内です

の
中
に
家
庭
的
な
あ
た
た
か
さ

が
漂
う
店
内
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
桜
井
ワ
イ
ン
を
は
じ
め
世
界

の
銘
酒
を
シ
ョ
ッ
ト
で
存
分
に

楽
し
め
る
。
チ
ャ
ー
ム
に
は
桜

井
な
ら
で
は
の
肉
料
理
（
神
戸

牛
の
た
た
き
、
骨
付
き
ソ
ー
セ

ー
ジ
等
倉
）
が
用
意
さ
れ
て
お

の
グ
ッ
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を
満

喫
で
き
る
。

目
神
戸
市
中
央
区
元
町
通
１
‐
８
１
４

（
元
町
一
番
街
）
雷
郷
Ｉ
６
９
９
０

Ａ
Ｍ
９
１
Ｐ
Ｍ
的
（
無
休
）

☆
神
戸
す
て
ｌ
き
桜
井
が

北
野
坂
に
ミ
ニ
ワ
イ
ン
バ
ー

を
オ
ー
プ
ン

ポ
ー
ア
イ
の
〃
神
戸
す
て
Ｉ

き
桜
井
″
が
、
北
野
坂
に
新
し

く
〃
ミ
ニ
ワ
イ
ン
バ
ー
桜
井
″

を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
ホ
テ
ル
の

バ
ー
の
よ
う
な
静
か
な
雰
囲
気

り
、
洋
酒
に
は
ピ
ッ
タ
リ
。
ま
た

店
内
に
は
浅
井
審
一
画
伯
の
絵

が
飾
ら
れ
て
い
て
、
飲
む
人
の

目
を
も
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

ヤ
ン
グ
か
ら
ア
ダ
ル
ト
ま
で
幅

広
く
利
用
出
来
そ
う
な
店
だ
。

回
３
月
中
は
こ
の
記
率
を
誌
ま
れ
た
方
に

特
典
あ
り
。

国
神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
１
１
８
１
旧

ミ
ウ
ラ
ピ
ル
４
Ｆ
酋
迩
Ｉ
Ｏ
１
１
８

Ｐ
Ｍ
７
１
翌
Ａ
Ｍ
２
（
無
休
）

☆
春
の
旬
は
「
川
度
」
か
ら

阪
急
三
宮
東
口
の
サ
ン
キ
タ

通
り
、
最
初
の
小
路
を
入
っ
た

左
手
に
一
階
は
〃
花
ひ
ら
〃
、

二
階
に
、
旬
を
創
作
す
る
三
宮

〃
川
度
″
が
あ
る
。

マダム・アキコを囲む美男美女

川庚のスタッフ

★

愛読者へ

おいしいプレゼント

店
〃
ア
ン
ナ
ア
ン
〃
が
、
３
月

四
日
オ
ー
プ
ン
す
る
。
今
ま
で

の
〃
お
座
敷
鍋
物
″
の
イ
メ
ー

ジ
を
一
新
し
、
オ
ー
プ
ン
キ
ッ

チ
ン
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
鍋

物
を
よ
り
身
近
に
味
わ
う
こ
と

が
で
き
る
こ
の
お
店
。
ラ
ン
チ

は
一
種
、
デ
ィ
ナ
ー
は
二
種
類

と
メ
ニ
ュ
ー
は
シ
ン
プ
ル
に
構

成
。
そ
の
分
、
味
は
本
格
的
で

す
。今

回
は
ラ
ン
チ
を
ペ
ア
で
５

組
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し

ま
す
。

■
ご
希
望
の
方
は
、
葉
書
に
住
所
・
氏
名

・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
３
月

弱
日
必
着
に
て
本
誌
「
ア
ン
ナ
ア
ン
」
係

ま
で
。

国
神
戸
市
中
央
区
三
宮
町
１
１
加
１
１
交

通
セ
ン
タ
ー
ピ
ル
９
Ｆ
宵
３
９
１
１
３

９
６
４

三
宮
の

ド
真
中
、

交
通
セ
ン

タ
ー
ピ
ル

９
Ｆ
に
、

ニ
ュ
ー
ス

タ
イ
ル
の

し
ゃ
ぶ
し

ゃ
ぶ
専
門
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☆
属
○
国
固

邑
①
ず
毎
号
、
己
、
幹

和
牛
ス
テ
ー
キ

「
黒
毛
和
種
雲
平
」

昨
年
の
岨
月
妬
日
に
オ
ー

プ
ン
し
た
ば
か
り
の
〃
黒
毛

和
種
雲
平
（
く
る
げ
わ
っ
し

ゅ
う
ん
ぺ
い
）
〃
。
そ
の
名
の

通
り
黒
毛
の
和
牛
ス
テ
ー
キ

を
食
べ
さ
せ
て
く
れ
る
。
神

戸
の
森
谷
商
店
か
ら
仕
入
れ

た
ロ
ー
ス
肉
を
中
心
に
、
天

然
塩
と
わ
さ
び
醤
油
に
ポ
ン

酢
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
風
味
あ

る
味
付
け
が
自
慢
。
特
に
ロ

ー
ス
剛
ｇ
１
２
０
０
０
円
は

お
す
す
め
。
ま
た
但
馬
コ
ー

客の要望で置いている酒も多い

☆
新
鮮
で
豊
富
な
ネ
タ
を

お
い
し
く
ア
レ
ン
ジ

生
田
筋
を
一
本
東
に
入
っ
た

飲
み
屋
街
に
あ
る
、
お
こ
の
み
．

鉄
板
料
理
の
〃
こ
と
ぶ
き
〃
。

こ
の
店
の
特
長
は
品
揃
え
が

豊
富
で
ユ
ニ
ー
ク
だ
と
い
う
こ

と
。
「
酒
飲
み
に
は
、
ア
テ
が

た
く
さ
ん
あ
っ
た
方
が
い
い
」

１
４３
１

は
じ
め
た
き
っ
か
け
だ
と
か
。

隠
れ
家
風
の
ト
レ
ン
デ
ィ
ー
な

店
で
は
な
く
、
二
十
代
前
半
の

女
性
が
一
人
で
行
っ
て
も
全
く

違
和
感
が
な
い
ほ
ど
気
楽
で
素

朴
な
店
だ
。

国
神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
３
１
ね
Ｉ
３

源
隆
ビ
ル
－
Ｆ
麓
迎
ｌ
Ｏ
２
９
８

Ｐ
Ｍ
６
１
Ｐ
Ｍ
吃
（
無
休
）

っ
て
、
飲
ん
で
、
歌
っ
て
ま
ど

い
ま
し
ょ
う
と
い
う
中
桓
さ
ん

の
人
柄
が
、
い
い
お
客
さ
ん
た

ち
の
輪
を
創
り
出
し
て
い
る
。

サ
ン
ト
リ
ー
の
も
の
な
ら
何
で

も
そ
ろ
っ
て
い
る
し
、
付
き
出

し
も
家
庭
的
。

回
神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
２
１
８
‐
３

窟
鋤
１
６
０
５
９

☆
気
楽
で
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

雰
囲
気
を
楽
し
む

ト
ァ
ロ
ー
ド
か
ら
一
筋
西
に

入
っ
た
源
隆
ビ
ル
の
一
階
に
あ

る
〃
プ
チ
・
バ
レ
ー
″
は
、
気

楽
さ
と
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲

気
が
う
け
て
い
る
。
隣
り
の
ブ

テ
ィ
ッ
ク
〃
シ
ュ
ミ
ジ
ェ
・
バ

レ
ー
″
と
同
時
に
オ
ー
プ
ン
し

た
そ
う
で
、
「
服
屋
の
横
に
カ

ウ
ン
タ
ー
を
設
け
た
ら
面
白
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
の
が

v諦翻鎖灘 甥

中桓さんを囲んで

中
桓
正
子
さ
ん
が
、
お
客
様
の

交
流
の
場
に
と
、
２
月
６
日

（
火
）
ト
ア
。
ロ
ー
ド
の
高
架
ぞ

い
を
東
へ
。
テ
キ
の
店
を
北
上

し
た
最
初
の
西
角
に
新
し
く
完

成
し
た
ア
ル
カ
ザ
ー
ル
ビ
ル
の

三
階
に
、
サ
ロ
ン
〃
園
居
（
ま

ど
い
）
″
を
オ
ー
プ
ン
。
素
人

ら
し
さ
を
身
上
に
気
信
易
く
立
寄

i;聯

護
美味しい料理のアレンジャー

と
い
う
の
が
ポ
リ
シ
ー
だ
そ
う

で
、
常
連
客
で
な
け
れ
ば
、
何

を
食
べ
た
ら
い
い
か
迷
っ
て
し

ま
う
程
。
そ
う
い
う
人
に
は
〃

し
め
じ
オ
ム
レ
ツ
″
（
伽
円
）
、

梅
肉
入
り
の
お
好
み
焼
〃
う
め

焼
″
（
伽
円
）
、
〃
豚
キ
ム
チ
ラ

イ
ス
〃
（
刑
円
）
が
お
す
す
め
。

ま
た
メ
ニ
ュ
ー
に
な
い
も
の
で

も
、
頼
め
ば
材
料
を
適
当
に
ア

レ
ン
ジ
し
て
作
っ
て
く
れ
る
の

も
嬉
し
い
。
あ
り
ふ
れ
た
料
理

に
飽
き
足
ら
な
い
人
に
は
最
適

の
お
店
だ
。

回
神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
１
‐
５
１
５

松
風
会
館
１
Ｆ
（
平
日
）
Ｐ
Ｍ
５
“
釦

ｌ
翌
Ａ
Ｍ
２
（
日
祝
日
）
Ｐ
Ｍ
５
如
弛

ｌ
Ａ
Ｍ
Ｏ
曾
知
ｌ
６
９
９
６

ま
ど
い
■
●
ｅ

☆
目
居
で
ま
ど
い
ま
せ
ん
か
・
・
・

垂
水
で
山
野
愛
子
ド
ロ
ン
コ

美
容
の
葵
サ
ロ
ン
を
経
営
す
る

ス
は
野
菜
、
海
老
。
帆
立
貝
の

鉄
板
焼
に
ガ
ー
リ
ッ
ク
ラ
イ
ス

が
付
い
て
１
２
０
０
０
円
と
お

得
。他

の
店
と
違
う
の
は
、
肉
が

店
内
に
骨
付
き
の
ま
ま
陳
列
さ

れ
て
い
る
こ
と
。
最
良
の
本
神

戸
肉
を
目
で
選
び
、
舌
で
味
わ

え
る
わ
け
。

ま
た
内
装
に
も
凝
っ
て
お

り
、
一
脚
に
牛
３
頭
分
の
皮

を
使
用
し
た
椅
子
が
８
席
。

坊
ミ
リ
の
鉄
板
の
下
に
は
水

槽
が
あ
り
、
活
き
た
魚
介
類

が
飛
び
は
ね
て
い
る
し
、
鉄

板
と
カ
ウ
ン
タ
ー
の
間
に
那

智
黒
が
置
か
れ
て
い
る
の
も

趣
が
あ
る
。

御
夫
婦
で
切
り
感
り
し
て

い
る
坪
田
啓
司
店
長
は
「
予

約
を
入
れ
て
か
ら
是
非
一
度

お
越
し
下
さ
い
。
決
し
て
失

望
は
さ
せ
ま
せ
ん
」
と
若
い

に
似
合
わ
ず
自
信
満
々
。

同
神
戸
市
中
央
区
加
納
町
４
１
９
１

露
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ト
ラ
ス
Ｋ
Ｏ
Ｂ

Ｅ
１
Ｆ
Ｐ
Ｍ
５
１
Ⅲ
（
日
曜
休
）

奮
亜
１
１
９
３
３

霞

最高の神戸肉をどうぞ
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一
と
な
っ
た
打
倒
神
戸
製
鋼
に

向
け
て
、
ワ
ー
ル
ド
ラ
グ
ビ
ー

部
も
動
き
始
め
た
。

☆
ラ
イ
オ
ン
ズ
音
楽
賞
は
メ
ゾ

ソ
プ
ラ
ノ
の
竹
本
節
子
さ
ん

第
辿
回
神
戸
灘
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
音
楽
賞
は
、
関
西
二
期

会
会
員
で
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
の
竹

本
節
子
さ
ん
が
受
賞
し
た
。

こ
れ
は
昨
年
７
月
調
日
に
生

田
文
化
会
館
で
開
か
れ
た
「
竹

本
節
子
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
・
リ
サ

イ
タ
ル
」
の
成
果
が
認
め
ら

れ
、
関
西
音
楽
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の

推
薦
に
よ
り
決
定
し
た
も
の
。

「
歌
う
こ
と
が
好
き
と
い
う
だ

け
で
、
ず
っ
と
や
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
聴
衆
の
皆
さ

ん
が
求
め
る
歌
を
、
歌
い
続
け

て
い
き
た
い
で
す
」
と
竹
本
さ

ん
は
語
っ
て
い
る
。

☆
神
戸
二
紀
展
・
ア
ジ
ア
ア
セ

ア
ン
賞
は
小
原
実
知
成
さ
ん

妬
周
年
を
迎
え
た
神
戸
二
紀

展
。
２
月
６
日
か
ら
兵
庫
県
民

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
８
日
か

ら
さ
ん
ち
か
ホ
ー
ル
で
展
示
会

が
開
催
さ
れ
た
。
研
鎖
さ
れ
る

事
と
同
時
に
、
新
人
の
抜
勧
、

育
成
を
目
的
と
す
る
同
会
。
本

観戦もできます

☆
「
マ
リ
ン
ピ
ア
神
戸
」
計
画

神
戸
の
漁
業
振
興
策
の
中
心

事
業
と
し
て
、
垂
水
漁
港
の
西

側
に
「
マ
リ
ン
ピ
ア
神
戸
」
の

建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

基
本
テ
ー
マ
は
「
海
・
漁
・

街
の
讃
歌
」
「
人
と
海
と
魚
の

ふ
れ
あ
い
の
場
」

総
敷
地
肥
・
５
ｍ
の
中
に
、

猪
の
公
園
。
海
洋
牧
場
・
海
中

の
楽
園
・
海
辺
の
お
祭
り
広
場

・
防
波
堪
広
場
・
運
河
通
り
・

活
魚
の
公
園
等
の
施
設
を
整
え

て
、
平
成
６
年
頃
に
オ
ー
プ
ン

の
予
定
。

晴
れ
た
日
に
は
大
阪
湾
か
ら

紀
伊
半
島
、
淡
路
島
の
大
パ
ノ

ラ
マ
が
展
開
し
、
さ
ら
に
将

来
、
明
石
海
峡
大
橋
が
架
か
れ

蕊蕊蕊蕊蕊灘

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

- ＝可乏鐸一

マリンピア神戸完成予定図

「
誕
生
日
」
を
「
福
祉
の
日
に
」

ポ
ス
タ
ー
完
成
、
掲
示
を

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
の
Ｐ
Ｒ
用

ポ
ス
タ
ー
が
、
財
団
法
人
井
植
記
念
会

な
ど
の
ご
協
力
で
完
成
し
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
の
概
要

。
大
き
さ
Ｂ
３
版
（
縦
皿
セ
ン
チ
、

横
詑
セ
ン
チ
）

・
色
彩
多
色
刷
り

・
原
画
と
デ
ザ
イ
ン
新
世
紀
美
術
協

会
会
員
三
木
隆
さ
ん
制
作

・
体
裁
全
体
的
に
か
わ
い
い
感
じ

で
、
子
ど
も
が
春
夏
秋
冬
の
表
怖

を
表
わ
し
、
誕
生
日
の
手
紙
の
封

筒
と
お
便
り
を
逆
ん
で
い
ま
す
。

・
特
徴
メ
ィ
ン
テ
ー
マ
は
「
誕
生

日
」
イ
コ
ー
ル
「
福
祉
の
日
」
に

と
訴
え
て
い
ま
す
。

述
動
の
内
容
と
参
加
の
方
法
を
、

か
ん
た
ん
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

・
費
用
井
植
文
化
賞
の
副
賞
で

み
な
さ
ん
、
ポ
ス
タ
ー
を
あ
な
た
の

家
の
外
や
職
場
、
学
校
、
幼
稚
園
・
保

育
園
に
、
ま
た
食
堂
や
病
院
・
医
院
の

待
合
室
へ
理
髪
店
・
美
容
院
、
そ
の
他

街
角
の
掲
示
板
な
ど
に
掲
示
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
、
こ
の
通
勤
の
精
神
を

広
め
、
通
勤
参
加
者
を
増
や
し
て
く
だ

さ
い
。
１
月
初
旬
以
来
、
各
地
か
ら
の

申
込
み
が
あ
り
、
す
で
に
測
枚
ほ
ど

発
送
し
ま
し
た
。
お
申
込
み
い
た
だ
け

●
む

ば
、
何
枚
で
も
無
料
で
お
送
り
し
ま

す
。
こ
の
ポ
ス
タ
ー
製
作
を
機
会
に
、

運
動
の
原
点
に
た
ち
か
え
り
、
全
て
の

人
に
年
に
一
度
め
ぐ
っ
て
く
る
誕
生
日

を
「
福
祉
の
日
」
に
し
て
く
だ
さ
い
。

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

閲
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
８
１
１
１
６

神
戸
国
際
会
館
１
階
郵
便
局
の
隣

官
０
７
８
１
２
３
１
１
２
１
１
４

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動

う
ち
、
メ
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
部

分
は
Ⅷ
ｍ
×
蝿
ｍ
の
約
１
６
０

０
０
㎡
。

約
１
７
０
０
０
人
が
収
容
で

き
る
ス
タ
ン
ド
部
分
も
完
成
し

来
シ
ー
ズ
ン
よ
り
使
用
さ
れ
る

予
定
。既

に
新
人
５
人
の
入
部
が
決

定
し
て
お
り
、
２
年
連
続
日
本

ぱ
よ
り
素
晴
ら
し
い
景
観
が
楽

し
め
る
こ
と
に
な
る
。

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
再

生
の
た
め
に
も
期
待
し
た
い
。

☆
打
倒
神
鋼
に
向
け
て

新
ラ
グ
ビ
ー
場
が
完
成

㈱
ワ
ー
ル
ド
の
新
ラ
グ
ビ
ー

場
が
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
内
に
完

成
し
た
。

総
面
積
約
４
２
０
０
０
㎡
の

謹
議

１
１４４
１

溌
絃 ：

素敵な笑顔と歌声で魅了

聖
器
雪
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#
灘

騨
蕊

誌
と
二
紀
会
に
よ
り
選
出
す
る

ア
ジ
ア
ア
セ
ア
ン
賞
は
、
小
原

実
知
成
さ
ん
（
明
石
市
在
住
）
に

決
ま
っ
た
。
同
賞
は
、
東
京
方

面
で
も
活
躍
す
る
キ
ャ
リ
ア
あ

る
若
手
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、

－
シ
ョ
ン
の
面
白
さ
、
そ
し
て

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
画
面
構
成
が

評
価
さ
れ
た
。

☆
故
人
ゆ
か
り
の
地
で

椎
名
麟
三
「
自
由
忌
」
開
く

作
家
の
故
・
椎
名
麟
三
を
偲

ぶ
会
が
、
３
月
鎚
日
（
水
）
午
前

ｎ
時
か
ら
姫
路
市
の
書
写
山

「
上
山
旅
館
別
館
」
で
開
か
れ

る
。同

氏
は
、
姫
路
市
曽
左
村
に

住
ん
で
い
た
縁
か
ら
、
現
在
、

書
写
山
上
に
岡
本
太
郎
氏
の
揮

至
に
よ
る
文
学
碑
が
あ
る
。

尼
崎
市
在
住
で
同
氏
を
師
と

仰
ぐ
作
家
の
田
摩
新
さ
ん
ら
の

呼
び
か
け
で
開
か
れ
る
同
会
で

は
、
故
人
の
足
跡
を
追
う
Ｖ
Ｔ

Ｒ
「
煙
突
の
見
え
る
場
所
」
も

上
映
、
文
学
碑
や
生
家
散
策
も

予
定
さ
れ
て
い
る
。

国
問
い
合
わ
せ
倉
０
６
１
４
９
３
１
６

１
０
７
田
扉
ま
で

☆
幻
想
絵
画
の
巨
匠
展

３
月
３
日
か
ら
４
月
５
日
ま

で
姫
路
市
立
美
術
館
に
於
て
、

釦
世
紀
最
後
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ

郡
小
原
さ
ん

露
の
大
胆
な

犀
表
現
、
デ

小
フ
オ
ル
メ

思虚深い乙女たち（' 6 5 年）

鍵
蕊

ス
ト
、
ベ
ル
ギ
ー
が
誇
る
ポ
ー

ル
・
デ
ル
ボ
ー
の
展
覧
会
が
催

さ
れ
る
。

印
象
派
や
表
現
主
義
の
作
風

で
描
い
た
後
、
キ
リ
コ
や
マ
グ

リ
ッ
ト
の
影
響
に
よ
り
、
独
自

の
幻
想
絵
画
を
発
展
さ
せ
た
デ

ル
ボ
ー
の
作
品
は
、
甘
美
な
神

話
世
界
を
一
貫
し
て
表
現
し
つ

づ
け
て
お
り
、
同
時
代
の
詩
人

や
小
説
家
に
、
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
。

日
本
未
公
開
作
品
を
中
心
に

紹
介
す
る
当
回
顧
展
は
、
作
家

の
生
存
中
に
開
催
さ
れ
る
最
後

の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の

で
お
見
逃
が
し
の
な
い
よ
う
。

☆
神
戸
国
際
交
流
協
会
の

新
会
長
に
笹
山
市
長

財
団
法
人
神
戸
国
際
交
流
協

会
の
会
長
と
副
会
長
が
交
代
し

ん
か
ら
現
市
長
笹
山
幸
俊
さ
ん

に
、
副
会
長
は
前
助
役
赤
坂
典

昭
さ
ん
か
ら
現
助
役
緒
方
学
さ

聯

楽しいイベント盛りだくさん

ま
た
。

鰯
会
長
は

幸
前
市
長
宮

趣
崎
辰
雄
さ

図
書

ガ
イ
ド

需
銅
》
》
恥
昌
撫
に
勢
．

作
者
自
ら
「
私
集
」
と
称
す
通
り
、

ま
た
表
題
の
示
す
通
り
、
作
中
に
は
作

者
自
身
や
そ
の
家
族
の
人
た
ち
が
、
し

ば
し
ば
登
場
す
る
。
ま
っ
た
く
日
記
の

如
き
詩
築
だ
が
、
そ
れ
だ
け
に
「
生
か

さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
一
編
で
は
作
者

が
親
と
し
て
子
供
た
ち
に
注
ぐ
鴬
の

ほ
ど
が
直
接
伝
わ
る
し
、
「
閉
じ
る
」

で
は
マ
イ
ウ
ニ
イ
的
な
生
き
方
が
輪
郭

を
現
わ
す
。
こ
れ
は
作
者
自
体
の
肖
像

で
あ
る
。
（
白
地
社
刊
２
０
６
０
円
）

ん
に
、
そ
れ
ぞ
れ
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
さ
れ
た
。

同
協
会
は
今
夏
８
月
で
創
立

加
周
年
を
迎
え
る
が
、
経
済
・

文
化
の
交
流
の
橋
渡
し
と
し
て

さ
ら
に
発
展
し
て
ほ
し
い
も
の

で
あ
る
。

☆
一
足
早
い
お
花
見
を
ど
う
ぞ

東
洋
ナ
ッ
ツ
食
品
（
神
戸
市

東
灘
区
深
江
浜
町
訓
、
中
島
泰

介
社
長
）
で
は
、
３
月
Ⅳ
・
蝿

日
の
両
日
、
第
５
回
ア
ー
モ
ン

ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
す

る
。こ

の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

同
社
の
前
庭
に
植
え
ら
れ
た
蛎

本
の
ア
ー
モ
ン
ド
の
木
が
、
桜

よ
り
２
１
３
週
間
早
く
開
花
す

る
た
め
、
庭
園
を
一
般
開
放
し
、

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
で
一
足
早
い

お
花
見
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う

、
と
い
津
フ
、
も
の
。

イ
ベ
ン
ト
デ
ー
の
両
日
は
阪

神
深
江
駅
南
側
よ
り
午
前
９
時

別
分
か
ら
妬
分
お
き
に
送
迎
バ

ス
を
、
ま
た
無
料
駐
車
場
も
有

ｎ
も詳

し
い
お
問
合
わ
せ
は

．
奪
わ
れ
た

噸
錨
認
》
》
島
艇
が
》
》
川
郵
ス

本
書
は
二
章
か
ら
椛
成
さ
れ
て
い

る
。
第
一
章
で
は
世
界
に
伝
わ
る
「
白

鳥
伝
説
」
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
西
洋

の
み
な
ら
ず
東
洋
の
そ
れ
に
も
触
れ
ら

れ
て
い
る
の
が
非
常
に
興
味
深
い
。
第

二
章
は
、
バ
レ
エ
「
白
鳥
の
湖
」
誕
生

の
直
接
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
ム
ゼ
ー

ウ
ス
の
「
奪
わ
れ
た
！
」
の
本
邦
初
訳

で
、
「
白
鳥
フ
ァ
ン
」
に
は
必
読
の
沓

と
い
え
る
。
（
貞
松
・
浜
田
バ
レ
エ
団

刊
１
５
０
０
円
）

自
然
食
通
信
の
第
坐
号
で
は
、
全
国

各
地
の
「
と
び
き
り
新
鮮
安
全
旨
い
も

の
屋
」
と
い
う
特
築
が
組
ま
れ
て
い

る
。
神
戸
市
近
辺
の
店
も
、
粁
ほ
ど
紹

介
さ
れ
て
お
り
、
こ
と
細
か
く
商
品
の

説
明
も
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
食
生
活
を

気
使
う
人
は
必
挑
の
本
。

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
自
然
食
通
信
社
編
集
部
ま
で
。

宮
０
３
１
８
１
６
‐
３
８
５
７

（
新
泉
社
刊
８
０
０
円
）
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花時計

１
４６
１

①
六
○
ｍ
ｍ
で
○
い
『

宮
０
７
８
１
４
５
２
１
７
２
１

１
同
社
業
務
課
ま
で
。

★
「
花
の
降
る
午
後
」
が

ビ
デ
オ
で
楽
し
め
ま
す

昨
秋
、
劇
場
公
開
で
ヒ
ッ
ト

し
た
「
花
の
降
る
午
後
」
が
ビ

デ
オ
化
さ
れ
、
㈱
バ
ン
ダ
イ
よ

り
３
月
妬
日
に
発
売
さ
れ
る
。

同
作
品
は
古
手
川
祐
子
、
高

嶋
政
宏
、
桜
田
淳
子
ら
の
出
演

で
、
神
戸
の
山
の
手
に
あ
る
フ

ラ
ン
ス
料
理
店
の
「
ア
ヴ
ィ
ニ

ョ
ン
」
を
舞
台
と
し
、
ま
た
原

作
の
宮
本
輝
、
監
督
の
大
森
一

樹
も
神
戸
出
身
と
い
う
こ
と
で

話
題
を
呼
ん
だ
。

ポ
ー
ト
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
フ
ラ

ワ
ー
ロ
ー
ド
、
異
人
館
、
南
京
町

等
の
神
戸
の
名
所
も
ズ
ラ
リ
。

安
定
多
数
の
選
択

選
挙
が
終
っ
た
。
国
民
の

投
票
に
よ
る
審
判
が
く
だ
っ

た
。
国
民
は
慎
重
に
安
定
を

選
ん
だ
。
巷
で
は
「
自
民
党

に
お
灸
は
必
要
で
す
。
し
か

し
、
死
ん
で
し
ま
っ
て
は
元

も
子
も
な
く
な
り
ま
す
」
と

い
か
に
も
し
た
た
か
な
意
見

が
交
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
結

召

神戸を舞台として

☆
松
蔭
で
公
開
講
座
を
細
引
１
胃
；
，
…
‐
‐
．
．
…
言
‐
，
；

学
び
ま
せ
ん
か
一
馬
神
戸
市
灘
区
篠
原
伯
母
野
山

松
蔭
女
子
学
院
大
学
・
短
期
－
２
－
，

大
学
で
は
、
加
年
度
授
業
公
開
岬
難
野
雛
溌
・
短
期
大
学

講
座
の
概
要
を
発
表
し
た
。
こ
官
０
７
８
‐
８
８
２
１
６
‐
３
３

果
が
自
民
、
二
八
六
。
社
会
、
も
、
真
剣
、
必
死
の
取
組
み

一
四
一
・
公
明
、
四
六
。
共
で
戦
っ
た
こ
と
だ
と
思
わ
れ

産
、
一
六
。
民
社
、
一
四
。
る
。
危
機
感
が
安
定
多
数
を

社
民
連
、
四
。
進
歩
、
一
。
呼
び
こ
み
、
勝
利
と
結
び
つ

無
所
属
、
四
。
と
い
う
新
勢
い
た
。
そ
し
て
、
土
井
た
か

力
、
新
分
野
に
な
っ
た
．
子
委
員
長
の
根
強
い
人
気
が

今
回
の
有
権
者
数
九
○
．
爆
発
し
社
会
党
も
躍
進
。
自

三
二
二
。
九
○
八
人
。
投
票
民
が
安
定
多
数
な
が
ら
、
参

者
数
は
六
三
・
七
四
六
・
○
五
議
院
は
革
新
が
多
数
だ
。
従

七
人
。
投
票
率
は
七
○
・
五
来
の
よ
う
に
は
い
か
な
い
。

八
％
と
い
う
、
有
権
者
の
関
対
話
を
深
め
、
不
毛
な
摩
擦

心
は
大
き
な
高
ま
り
を
見
せ
を
避
け
よ
と
い
う
こ
と
だ
ろ

た
。
そ
し
て
数
字
ど
お
り
の
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
日
本

二
大
政
党
の
様
相
を
見
せ
て
の
国
民
は
結
構
政
治
を
よ
く

き
た
。
有
権
者
の
関
心
の
強
見
て
い
る
。
左
過
ぎ
る
と
右

さ
が
一
種
の
緊
張
感
を
呼
び
と
な
る
よ
う
だ
。

百
戦
練
磨
の
候
補
者
先
生
方
八
Ｙ
Ｖ

ビ
デ
オ
で
見
る
神
戸
も
ま
た

一
興
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。

Ｖ
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
ｌ
畑
１

５
４
５
０
円
（
税
込
）
カ
ラ
ー

モ
ノ
ラ
ル
Ｈ
ｉ
Ｆ
ｉ
伽
分
。

☆
故
小
圃
良
平
画
伯
の
ア
ト
リ
エ
移
築

の
た
め
、
嘉
納
洋
二
、
邦
子
夫
妻
は
芦

屋
へ
。
、
月
頃
迄
は
〒
即
芦
屋
市
朝
日

ケ
丘
塑
七
ザ
ー
ル
芦
屋
弧
茸
０
７
９

７
‐
２
３
１
１
５
３
５
。

☆
去
る
１
月
過
日
に
逝
去
さ
れ
た
一
工
兵

庫
県
知
事
坂
井
時
忠
氏
の
兵
庫
県
民
非

（
葬
儀
委
員
長
貝
原
俊
民
兵
肱
県
知
事
）

が
、
２
月
四
日
午
後
２
時
よ
り
兵
庫
県

立
文
化
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

★
神
戸
女
学
院
大
学
か
ら
、
仏
教
大
学

に
移
ら
れ
た
本
誌
で
も
お
馴
染
み
の
小

関
三
平
教
授
が
東
灘
区
へ
娠
居
。
新
住

所
は
、
〒
剛
束
滋
区
向
洋
町
中
１
１
４

１
１
２
４
１
１
１
０
９
窟
０
７
８
１

８
５
７
１
６
２
３
９

☆
株
式
会
社
ウ
ィ
ン
ザ
ー
（
山
田
六
郎

代
表
取
締
役
社
長
）
の
束
務
所
が
移

転
。
新
住
所
〒
卸
中
央
区
三
宮
町
１
１

９
１
１
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
東
館
剛
茸

０
７
８
１
３
９
１
１
１
２
５
８
（
代
）
Ｆ

Ａ
Ｘ
０
７
８
‐
３
９
１
１
７
１
４
７

☆
子
供
服
の
エ
ル
ミ
ー
株
式
会
社
（
谷

口
桂
代
表
取
締
役
社
長
）
の
本
社
と
シ

ョ
ー
ル
ー
ム
が
移
転
。
２
月
詑
日
よ
り

新
住
所
〒
町
中
央
区
磯
上
通
８
１
１
‐

銅
／
本
社
営
業
茸
０
７
８
１
２
４
２

１
３
２
１
１
（
代
）
企
画
・
生
産
言
０

７
８
１
２
４
２
１
３
３
２
３
（
代
）

☆
カ
メ
ラ
マ
ン
の
高
橋
裕
嗣
さ
ん
の
、

鞭
務
所
が
大
阪
か
ら
芦
屋
へ
・
新
事
務

所
〒
卸
芦
屋
市
朝
日
ケ
丘
誕
１
５
面

０
７
９
７
１
３
９
１
１
８
０
８

☆
ア
ー
チ
ス
ト
の
松
谷
武
判
さ
ん
が
４

月
に
パ
リ
か
ら
神
戸
へ
。
版
画
家
の
キ

ャ
ト
リ
ー
ヌ
夫
人
が
、
３
月
畑
日
か
ら

ト
ア
ロ
ー
ド
画
廊
で
個
展
を
開
催
さ
れ

ま
す
。

◎
訂
正
と
お
詫
び
本
誌
１
月
号
の
名

刺
広
告
で
、
日
本
文
芸
家
協
会
関
西
支

部
は
日
本
児
童
文
芸
家
漉
会
関
西
支

部
、
日
印
協
会
の
会
長
は
桑
原
泰
業
さ

ん
、
未
生
流
の
肥
原
硯
市
は
肥
原
碩
甫

さ
ん
、
兵
庫
県
文
化
賞
受
貧
者
懇
談
会

の
電
話
訴
号
は
３
２
１
‐
２
１
３
１
に

又
、
本
誌
２
月
号
の
神
戸
酒
徒
番
附
で

取
締
役
長
部
文
次
郎
は
長
部
文
治
郎
さ

ん
に
そ
れ
ぞ
れ
訂
正
し
お
詫
び
致
し
ま

す
。

の
講
座
は
、
開
講
科
目
の
一
部

の
授
業
を
一
般
市
民
（
肥
歳
以

上
の
女
性
の
み
）
が
学
生
と
共

に
、
１
年
間
受
講
す
る
こ
と
を

認
め
る
制
度
で
、
今
回
で
第
７

回
目
と
な
る
。

○
受
諦
資
枯
超
歳
以
上
の
女
性

○
受
醐
科
１
科
目
年
間
８
０
０
０
円
、

（
半
期
終
了
科
目
は
４
０
０
０
円
）

但
し
、
本
学
在
校
生
の
母
及
び
卒
業
生
は

年
間
２
０
０
０
円
、
（
半
期
は
１
０
０
０

円
）○

申
し
込
み
期
間
３
月
５
日
（
月
）
１
ｍ

日
（
土
）
必
着

○
受
諦
窒
丙
の
請
求
方
法
返
信
用
封
筒

（
角
形
３
号
）
の
表
に
送
付
先
を
記
入
し

祁
円
切
手
を
貼
付
の
上
、
次
記
宛
に
送

付
。〒

町
神
戸
市
灘
区
篠
原
伯
母
野
山
町
１

‐
２
Ｉ
１

松
蔭
女
子
学
院
大
学
・
短
期
大
学
教
務

課
授
業
公
開
訓
座
係

茸
０
７
８
‐
８
８
２
１
６
１
３
３
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愛鏡者のためのコミュニケーションサロン

神戸っ子倶楽部新会員
継続会員ご案内

回械1 戸っ子倶楽部では、ただ今会員を募築して
います。会員の方には「月刊神戸っ子」を１年
分お届けします。また、神戸っ子倶楽部の会報
として、「月刊神戸っ子」の誌面上に、，神戸っ
子倶楽部』鼻ユースーを毎ﾉ J 掲賊、会員の動きな
ど操々な情報を提供します。さらに年２回、文
化性の高いイベント〈コンサーi ､ 、美術展、演
劇など〕に特別割引または無料でご招待いたし
ます。年会費（入会金を含む）は１万円です。
神戸を愛する人たちのカルチャークラブｒ神
戸っ子倶楽部｣ 。あなたもご入会になって豊か
な神戸っ子ライフをお蕊しみに趣りませんか。
会員の方は存功期限をお砿めのうえ、継続会
員として年会費をお納めください。
口入会申込・お問合せは- －
〒6 5 O 神戸市中央区東町
ＴＥＬｏＯ７８－３３１－２２４６
ＦＡＸ、0 7 8 - 3 3 1 - 2 7 9 5

1 1 3 ノ１大神ピル９Ｆ

☆K o b e c c o c l u b 会員1 情報
月刊神戸っ子恒例ｒ' 9 0 世界の酒まつ
りｌを会員様特別料金で御優待！
月刊神戸っ子恒例「' 9 0 世界の酒まつり」が
今年も開催されます。今年は４月1 7 日( 火) 神
戸ポートピアホテル「借楽の間」にて午後６
時より開場。神戸の文化を推進する為創設し
た第1 9 回ブルーーメ･ - ル賞の表彰式も洞Ｈ行い
ま す。！
ゲストには、あの鳳薗さんを迎え、華麗で

楽しいショータイムミ〕用意しております。
このパーティチケットを正規料金1 5 , 0 0 0 円

のところ会員隙に限り、1 4 , 0 0 0 円で御優待い
たします。
l 酒まつり－チケットを御希望の方、またはお問合せは
月刊神戸っ子編集室宵( 0 7 8 ) 3 3 1 2 2 4 6 まで

風間まんと華麗なひとときを

2 0 Ｃ最後の幻想絵画の巨匠
ポール･ デルボー展
鑑賞券プレゼント！

ダリが逝去し、今や最後の超現
実j I 畠義の巨匠ポール・デルポーの
作品が３月３日より姫路市立美術
館で公開されます｡ : 1 本初公開１
点が揃った粕品を是非ご鑑賞く
さい。（４月５日まで・一般9 0 0 円）

帥
だ

回【二記チヶッ
を明記の上、

! ､ を御希望の方は、ハガキ' 二住所･ 氏名･ 会員N o . ・電話穫号・器望枚数
〒650Ｉｉｌ央'2K東リ１J１１３．．１大禅ピル”月:'１斜Iリゴっ･』皇・神戸っ．f供楽部まで

ホワイトデーはロマンチックに
シャンソンで

室田純子神戸初リサイタル〈3 , 0 0 0 円）
へ特別御招待！

議蕊
鋸蝋零至砿
らめくひとときを

今日は特別な日だからお過しください。
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〃
海
上
文
化
都
市
″
を
う
た
う
ポ
Ｉ
ト
ァ
イ
ラ
ン
ド
の
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
の
中
心
に
、
ホ
テ
ル
と
併
設
さ
れ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
図
書
室
）
が
あ
る
こ
と
を
、
ご
存
じ
だ
ろ

う
か
。ゴ

ー
フ
ル
で
知
ら
れ
る
神
戸
風
月
堂
が
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
名
門

ホ
テ
ル
「
リ
ッ
ッ
」
と
提
携
し
て
昨
年
三
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
ホ
テ
ル
。
ゴ
ー
フ
ル
リ
ッ
ッ
」
の
十
五
階
。
そ
の
名
も
「
サ
ロ

ン
・
デ
ル
・
リ
ブ
ロ
」
、
ス
．
へ
イ
ン
語
で
〃
本
の
あ
る
部
屋
″
を

意
味
す
る
と
い
う
。

神
戸
商
工
会
議
所
が
入
っ
て
い
る
こ
の
ピ
ル
の
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
で
十
五
階
に
着
く
と
、
図
書
室
ま
で
の
廊
下
に
、
十
九
世
紀
末

の
パ
リ
で
活
躍
し
た
ミ
ュ
シ
ャ
の
肉
筆
画
。
版
画
が
数
点
、
飾
ら

れ
て
い
る
。
図
書
室
そ
の
も
の
は
約
六
十
平
方
腸
の
、
ま
さ
に
ア

ン
テ
ィ
ッ
ク
な
書
斎
だ
が
、
こ
れ
と
接
し
て
サ
ロ
ン
室
も
、
百
人

ぐ
ら
い
入
れ
る
セ
ミ
ナ
ー
室
が
あ
っ
て
、
気
分
は
最
高
に
ぜ
い
た

く
だ
。
近
所
な
ら
毎
日
で
も
訪
ね
た
い
レ
ト
ロ
空
間
で
あ
る
。

待
っ
て
下
さ
っ
て
い
た
山
本
芳
樹
さ
ん
が
、
新
し
い
名
刺
を
差

し
出
さ
れ
た
。
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
館
長
」
の
肩

書
き
に
、
並
み
な
ら
ぬ
意
欲
が
匂
う
。

三
年
ほ
ど
前
、
こ
の
仕
事
に
就
か
れ
る
際
、
挨
拶
状
の
添
え
書

き
に
「
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
を
創
り
た
い
と
念
じ
て
い
ま
す
」
と
あ

っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
ホ
テ
ル
と
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
の
取
り
合

わ
せ
は
、
前
例
を
聞
い
た
こ
と
も
な
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
ホ

１
１４８
１

テ
ル
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
神
戸
風
月
堂
の
社
長
、
下
村
光
治
さ
ん

の
発
想
だ
。

「
菓
子
づ
く
り
は
文
化
で
あ
る
」
と
言
い
続
け
て
き
た
下
村
さ

ん
の
語
る
〃
文
化
″
は
、
ふ
た
昔
も
三
昔
も
前
の
、
文
化
住
宅
、

文
化
鍋
の
よ
う
な
軽
薄
な
も
の
で
は
な
い
。
衣
・
食
・
住
・
遊
と

い
っ
た
生
活
文
化
を
、
い
か
に
豊
か
に
共
有
で
き
る
か
。
そ
れ
を

追
い
求
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
も
地
域
も
、
い
っ
し
ょ
に
育

つ
の
だ
、
と
い
う
。

珍しい文献を前に、篭者の知的好奇心が刺激を受ける

るほa るた－じゆ神戸

剛
認
蝋
銅
蝿
》
第
９
回

漁
“
唾
ホ
テ
ル
と
璽
書
館

噺
錘
鍛
噸
”
“
蝿
蛸
併
ラ
イ
徴
Ⅵ
ｌ
霞
営
農
、
や
Ｉ
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職

示寺

宍鳴島．

蕊“

蝿唾

だ
か
ら
近
い
将
来
、
浮
わ
つ
い
た
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
で
な
く
、
暮

ら
し
の
原
点
に
根
ざ
し
た
「
フ
ー
ゲ
ッ
村
」
を
つ
く
り
た
い
。
と

い
う
構
想
も
、
下
村
さ
ん
な
ら
で
は
の
〃
哲
学
″
に
よ
る
の
だ
ろ

う
。
こ
の
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
も
、
本
物
志
向
の

一
環
だ
。
山
本
さ
ん
は
「
菓
子
づ
く
り
も
、
料
理
も
食
文
化
の
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
の
中
核
に
ホ
テ
ル
を

つ
く
っ
た
の
だ
か
ら
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
、

と
い
う
下
村
社
長
の
話
に
、
こ
れ
は
面
白
い
、
と
飛
び
つ
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
っ
て
も
、
ア
パ
レ
ル
企
業
の
、

次
の
流
行
が
ど
う
の
こ
う
の
、
で
は
、
た
だ
情
報
に
流
さ
れ
る
だ

け
で
す
わ
。
そ
ん
な
こ
と
よ
り
、
一
人
ひ
と
り
の
感
性
を
磨
き
、

美
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
基
本
や
、
と
思
い
ま
し
て
ね
」

何
が
本
物
か
。
本
物
を
見
抜
く
目
を
、
い
か
に
養
う
か
。
結
局

は
、
各
自
が
学
ぶ
し
か
な
い
。
そ
の
た
め
に
役
立
つ
資
料
を
そ
ろ

え
、
だ
れ
も
が
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
ｌ
と
語
る
。

山
本
さ
ん
は
「
世
紀
末
美
術
研
究
家
」
で
も
あ
る
。
昭
和
五
十

ざ
ば
と

四
年
、
神
戸
の
箸
洲
都
館
発
行
の
「
醤
ハ
イ
ロ
ス
画
集
」
が
、
神
奈

川
県
警
に
わ
い
せ
つ
図
画
の
疑
い
で
摘
発
押
収
さ
れ
た
（
結
果
は

起
訴
猶
予
と
な
っ
た
が
）
。
画
集
へ
の
資
料
提
供
者
と
し
て
調
べ

鍵

》
・
一

1 9 1 0 ～2 0 年頃に雑誌に載せられたデザイン画（主にパルピエ作）
（ＰＨはファッションプレート）
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を
受
け
た
山
本
さ
ん
は
、
即
座
に
「
エ
ロ
ス
幻
想
。
わ
が
密
室
を

彩
る
画
家
た
ち
」
、
「
わ
が
バ
イ
ロ
ス
讃
歌
」
を
出
版
。
十
九
世
紀

末
か
ら
今
世
紀
初
め
に
ウ
ィ
ー
ン
と
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
活
躍
し
た
画

家
バ
イ
ロ
ス
の
〃
復
権
″
に
つ
と
め
て
い
る
。

ほ
ん
の
一
部
を
引
く
と
、
ハ
ロ
コ
コ
の
優
美
な
装
飾
性
と
ア
ー

ル
・
ヌ
ー
ヴ
オ
ー
の
デ
カ
ダ
ン
を
兼
ね
備
え
た
バ
イ
ロ
ス
の
、
耽

美
的
な
エ
ロ
ス
の
画
面
は
、
ま
さ
に
世
紀
末
芸
術
の
一
つ
の
象
徴

と
も
い
え
る
ｖ

八
そ
れ
が
背
徳
的
で
淫
廉
で
性
倒
錯
的
な
図
柄
で
あ
っ
て
も
、

バ
イ
ロ
ス
の
描
く
画
面
は
奇
妙
に
さ
め
て
い
て
、
感
覚
に
よ
る
美

へ
の
耽
溺
が
感
じ
ら
れ
て
も
、
罪
の
意
識
や
不
潔
感
や
狸
せ
っ
感

を
抱
か
せ
な
い
、
ま
こ
と
に
す
ぐ
れ
た
作
品
で
あ
る
ｖ

ご
承
知
の
よ
う
に
、
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
は
、
十
九
世
紀
末
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
ひ
ろ
が
っ
た
装
飾
様
式
だ
。
日
本
の
浮
世

絵
が
パ
リ
に
入
っ
て
以
来
、
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム

（
日
本
趣
味
）
が
、
曲
線
の
装
飾
芸
術
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
を

盛
り
上
げ
、
総
合
芸
術
へ
向
か
わ
せ
た
と
い
う
。

「
ま
さ
に
、
東
西
文
化
の
交
流
で
す
。
浮
世
絵
だ
け
で
な
し
に
、

日
本
美
術
の
造
形
的
な
特
質
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
作
家
に
シ
ョ
ッ
ク

を
与
え
、
そ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
作
品
が
日
本
の
美
術
に
大
き
な
影

響
を
も
た
ら
し
た
ん
で
す
か
ら
」

ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
を
知
ら
な
い
人
で
も
、
曲
線
を
大
胆
・

繊
細
に
生
か
し
て
独
創
的
な
建
築
空
間
を
つ
く
っ
た
ガ
ウ
デ
ィ
、

０
１
５
１

口
竹
久
夢
一
一
に
強
い
影
響
を
与
え
た
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
ビ

軒
ア
ズ
リ
ー
、
立
体
デ
ザ
イ
ン
の
ガ
レ
、
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
な
ど
を
あ

準
げ
れ
ば
、
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ぶ
に
違
い
な
い
。

壷
和
「
こ
れ
、
明
治
四
十
五
年
に
三
越
呉
服
店
が
懸
賞
募
集
し
た
図

わ
く思ン
案
集
な
ん
で
す
」
と
見
せ
ら
れ
た
『
光
琳
紅
白
梅
図
』
の
、
優
美

を
ロ需鐘

な
曲
線
と
、
光
の
変
幻
を
色
彩
化
し
た
微
妙
な
味
わ
い
は
格
別
。

施
埜
そ
の
序
文
で
「
金
色
夜
叉
」
の
貫
一
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
巌
谷
小

御
画
波
が
「
光
琳
は
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。

奉
騨
宗
達
を
祖
と
し
、
尾
形
光
琳
が
大
成
し
た
純
日
本
的
な
装
飾
美

ァ
と
は
、
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
オ
ー
が
絵
画
か
ら
日
常
風
俗
に
ま
で
多
様

な
表
現
を
生
み
出
し
た
と
同
様
に
、
蒔
絵
・
染
物
な
ど
工
芸
デ
ザ

イ
ン
に
ま
で
と
り
入
れ
ら
れ
た
。
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
世
紀
末
芸
術

り
ん
ぽ

関
係
と
共
に
、
浮
世
絵
、
そ
し
て
、
こ
の
琳
波
の
関
係
書
が
多
い

の
も
、
き
わ
め
て
当
然
だ
ろ
う
。

「
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
に
よ
っ
て
生
活
の
空
間
へ
芸
術
が
入

っ
て
き
ま
し
た
。
前
世
紀
末
に
、
芸
術
の
生
活
化
が
始
ま
っ
た
と

し
た
ら
、
今
世
紀
末
は
、
生
活
を
美
化
し
た
い
、
つ
ま
り
生
活
の

芸
術
化
が
、
も
う
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
参
考
に
役
立
て
て
も

ら
え
る
な
ら
、
努
力
し
た
か
い
が
あ
る
ん
で
す
が
…
」

い
ま
、
蔵
書
数
は
約
五
千
冊
。
そ
の
内
訳
は
、
服
飾
関
係
約
二

千
七
百
冊
、
関
連
美
術
約
一
千
冊
、
夏
目
激
石
や
森
鴎
外
、
谷
崎

潤
一
郎
な
ど
の
全
集
を
含
む
約
一
千
五
百
冊
が
〃
そ
の
他
″
と
な

っ
て
い
る
。
だ
が
、
ひ
と
口
に
五
千
冊
と
い
っ
て
も
、
蒐
集
は
容

易
で
な
い
。
ラ
シ
ネ
の
「
服
飾
史
」
（
全
六
巻
・
一
八
八
八
年
刊
）

や
「
一
九
○
○
年
パ
リ
万
博
図
録
集
」
、
あ
る
い
は
、
ミ
ュ
シ
ャ

が
作
成
し
た
版
画
七
十
二
葉
を
一
冊
本
に
し
た
「
装
飾
資
料
集
」

（
パ
リ
・
一
九
○
二
年
刊
）
な
ど
、
よ
く
入
っ
た
も
の
だ
。

そ
れ
ぞ
れ
三
十
’
四
十
万
円
と
い
う
値
段
は
と
も
か
く
、
業
者

か
ら
書
籍
リ
ス
ト
を
集
め
る
に
し
て
も
長
年
の
つ
き
あ
い
が
な
け

れ
ば
、
か
な
う
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
日
本
の
も
の
で
は
、
能
衣
裳

の
華
麗
な
色
彩
を
石
版
刷
り
で
表
現
し
た
「
能
楽
花
乃
志
保
利
」

（
一
一
巻
・
明
治
三
十
九
年
刊
）
、
古
代
文
様
を
彩
色
木
版
で
集
成
し

し
つ
は
た
ち
よ
う

た
「
倭
文
機
帖
」
（
全
五
巻
）
な
ど
、
た
っ
た
今
、
刷
り
上
が
っ

た
よ
う
な
鮮
か
さ
。
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「
こ
う
し
て
、
こ
だ
わ
る
人
が
い
る
か
ら
こ
そ
、
い
い
も
の
が

残
る
ん
で
す
ね
え
」
と
、
山
本
さ
ん
も
感
慨
深
げ
で
あ
る
。

し
か
し
、
い
く
ら
貴
重
な
本
が
あ
っ
て
も
、
活
用
さ
れ
な
け
れ

ば
〃
宝
の
持
ち
ぐ
さ
れ
″
だ
。
そ
の
た
め
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
年

中
無
休
。
山
本
さ
ん
と
、
清
楚
な
お
嬢
さ
ん
二
人
と
の
三
人
で
、

正
午
か
ら
午
後
九
時
ま
で
開
館
し
て
い
る
。
ホ
テ
ル
の
宿
泊
客
は

フ
リ
ー
パ
ス
の
自
由
空
間
だ
が
、
一
般
は
会
員
制
（
入
会
金
五
千

円
、
年
会
費
三
千
円
）
。
そ
の
会
員
も
五
百
人
を
越
え
た
、
と
い

』
フ
。と

、
こ
こ
ま
で
書
い
て
き
て
反
省
が
一
点
。
高
級
す
ぎ
て
難
し

い
図
書
館
だ
。
と
い
う
印
象
を
与
え
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

そ
の
点
は
心
配
ご
無
用
だ
。
明
治
二
十
二
年
二
月
か
ら
大
正
五

年
三
月
ま
で
四
百
七
十
八
号
も
続
い
た
「
風
俗
画
報
」
や
、
大
正

十
年
か
ら
昭
和
二
年
ま
で
の
文
芸
誌
・
第
二
次
「
明
星
」
の
複
刻

一．奄鯉鐸
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言こ
でた

鯉

版
を
は
じ
め
最
新
の
海
外
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
グ
ラ
フ
誌
ま
で

「
近
く
の
会
社
の
Ｏ
Ｌ
が
、
気
軽
に
や
っ
て
き
て
興
味
い
つ
ぱ

い
に
見
て
い
ま
す
よ
」

そ
れ
も
そ
う
だ
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る
〃
イ
モ
″
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ

ど
目
の
色
を
変
え
て
流
行
を
追
う
。
こ
の
場
合
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

は
、
ま
さ
に
非
文
化
だ
。
生
活
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
そ
の
も
の
が
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
今
日
、
い
か
に
魅
力
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
創
り
出
す
か
、
睦
各
個
人
の
文
化
の
問
題
で
あ
る
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
、
現
代
文
化
の
種
子
に
し

た
い
、
と
ね
が
う
山
本
さ
ん
の
心
意
気
に
、
市
民
は
、
ど
う

え
る
や
ら
。
文
化
度
を
計
る
〃
踏
み
絵
″
と
い
う
の
は
、
過

あ
ろ
う
か
。

鴬魯
鰯渉
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